
ケアウォーター
その使命は

“潤い”
こそが

再生の鍵
水分補給

美容に・肌にとって最も重要な

をすること。
それも細胞レベルまでしっかり潤す。

人間のからだは、約70％以上が水分。
からだを構成する細胞には、十分な水分が欠かせません。
肌のトラブルは、そのほとんどがこの水分＝“潤いの不足”のため。
トラブルで悩んでいる肌は、その細胞レベルまでしっかりと潤せば、確実に本来の力
は取り戻せます。

ケアウォーターは、普通の水に比べて分子のかたまりがうんと小さいため、普通の
水が入り込めないところまで浸透することができるのです。
水に比べて何と107倍（！）もの浸透力があるため、肌の深部にまで水分を素早く・
しっかりと行きわたらせることができるのです。

では普通の水ではダメなの？



ケアウォーターが優れている点のもう一つは、「安全で無害」ということ。
いくら浸透力が優れていても、有害物質を含んでいては何にもなりません。
ケアウォーターは、成分でその効果を発揮するのではありません。分子がうんと小
さいというケアウォータ自体が持つ性質、そしてイオン化されているという科学的
働きによって効果を発揮するのです。ですからケアウォーターは、安全で安心。
良質の水分を肌の細胞にまで確実に浸透させられるのです。

でも成分は安全なの？

水なのに除菌・抗菌できるの清潔な水。
ケアウォーターは、PH12の強アルカリ性の水。肌に付くと、肌の雑菌を除菌し、それ
とひき替えに中性化します。このため、肌に付けても安全です。

水なのに釘が錆びない不思議な水。
鉄が錆びるのは、空気中の酸素と結びついて「酸化」するため。
でも、ケアウォーターはマイナスイオン化された水なので、性質的に不活性。
そのまま放置しても酸化せず、釘を入れても錆びないのです。
このため、ケアウォーター自体の性質も変化せず、いつまでも優れた働きを発揮しま
す。

水なのに油と混ざってしまう乳化作用。
乳液の必要性は、肌に含まれる水分を蒸発させないため。
でも、ケアウォーターは水なのに油と自然に混ざるため、肌の皮脂と混ざり、天然自
家製の乳液になるのです。

その他にも




